
全校行事

１日（木）いのちと人権の日

２日（金）児童会役員選挙

５日（月）朝会

９日（金）ほんとタイム 登校指導

１０日（土）オープンスクール（弁当有）

学校運営協議会

１１日（日）建国記念の日

１２日（月）振替休日

１３日（火）オープンスクールの代休

２０日（火）下校指導

２１日（水）５歳児体験入学

２２日（木）ＰＴＡ委員総会

２３日（金）天皇誕生日

２７日（火）学校保健委員会

２８日（水）委員会活動

２９日（木）代表委員会

※２日(金)ＳＣ来校

全校行事

１日（金）いのちと人権の日

４日（月）楓っ子タイム

６日（水）ありがとう集会

委員会活動

７日（木）代表委員会

８日（金）ほんとタイム

１１日（月）朝会 登校指導

１２日（火）下校指導

１４日（木）卒業式予行

１９日（火）給食最終 卒業式の準備

２０日（水）春分の日

２１日（木）卒業証書授与式

２２日（金）修了式

２５日（月）春季休業日

※１日 (金 )、８日（金）ＳＣ来校

【１年】特になし

【２年】特になし

【３年】特になし

【４年】

６日（火）サウンドテーブルテニス

【５年】

＜３月＞

１９日（火）卒業式準備

【６年】

２日（金）薬物乱用防止教室

１５日（木）租税教室

＜３月＞

１８日（月）中町中学校体験入学

２１日（木）卒業証書授与式

中ライオンズクラブ賞受賞

中ライオンズクラブ賞とは、「社会へ

の奉仕活動等を表彰し、その奉仕の精神

をたたえること、又、スポーツ活動等を

通じ、地域社会へ勇気・希望を与えたこ

と」に対し、中ライオンズクラブ独自に

「ありがとう」の言葉をそえて褒賞され

るものです。

本年度、児童の安全を守るために、長

年通学路において子どもの見守り活動を

行っているということで、中町南小学校

子どもを見守る会が表彰されました。

本校の見守る

会は、平成１９

年頃に立ち上が

り、現在も続い

ています。

野球しようぜ！ 学校長 足立 徳昭

１月１６日（火）、待ちに待った大谷翔平選手から、グローブが届きました。翌日１７日（水）

の下校時に、全校生の前で児童長が段ボール箱を開封し、全員に披露しました。私が、大谷選

手のメッセージが読み上げた後、児童長から「児童会がルールを

決めて朝会の時にお知らせします。みんなでしっかりとルールを

守ってグローブを大切に使いましょう。」と説明すると、グロー

ブが待ち遠しかった子どもたちも、やっと届いたうれしさもあり、

元気な声で「はい」と返事をしました。

現在グローブは、１日ごとに各学級を順番に回っています。

回ってきたときには、グローブをはめたりキャッチボールをした

りして楽しんでいました。２月１０日（土）のオープンスクール

で、保護者の皆様にも披露したいと考えております。

【児童会が決めたルール】

○ひとりじめをしない

○みんながグローブをさわれるようにする

○グローブを投げない

○大谷選手のように、グローブを大切にあつかう

防災訓練
阪神淡路大震災から 2 ９年目を迎えた１月１７日（水）、全校

生による防災訓練を行いました。はじめに、地震が起きたことを

想定した放送をならし、自分の身を守る訓練を行いました。その

後、全員が運動場に避難しました。全員が集まった後、阪神淡路

大震災で亡くなられた６，４３４人の方の冥福をお祈りするため

に黙祷をしたり、学校長から「学校内で地震が起こったとき、必

ずこの場所に集まるようにしましょう。」と避難場所に集まる話

を聞いたりしました。また、防災担当からも、地震の時の避難に関するポイントの話がありま

した。

今年１月１日には、能登地方で震度７の大地震がありました。現在も多くの人が避難生活を

されています。地震はいつどこで起こるかわかりません。もしものためにも、日頃からの訓練

やいざというときの準備をしておくことはとても大切だと思います。
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出前授業
１月２３日（火）、小中連携の一環として、４月から中学校に進

学する６年生のために、中町中学校長に来ていただき、中学校生活

に向けての話を聞きました。中学校長からは、中学校生活で大切な

こと①目標を持つこと②努力をコツコツとすること③自分たちでで

きることは自分たちですること④失敗してもいい、その経験が大事

であること⑤凡事徹底（あたりまえのことをあたりまえにする）、

今からやっておくことなどについて話を聞きました。６年生の児童

も、校長先生の話に反応しながらしっかり話を聞いていました。そ

して、最後に「中町中学校に来たら『中町中プライド』を持ってが

んばって欲しい、そのためには『中南小プライド』を持って残り２

ヶ月がんばってください。」とエールをいただきました。

また、１月２６日（金）には、中学校の理科の先生に来ていただ

き、６年生が出前授業を受けました。授業は、「ゴム板を持ち上げ

てみよう」の課題を設定し、実際にゴム板を持ち上げる活動をしな

がら、その理由を考えて発表していました。子どもたちは、理論的なことも自分なりの考えを

持ち一生懸命取り組んでいました。

【６年生児童の日記より】

★ぼくは、中学校の校長先生の話を聞いて、少しずつでも目標に向かって努力することが大

切だと思いました。例えば、毎日６０分の勉強をしていると、１ヶ月で３０時間学習した

ことになるからです。努力することを忘れないようにしたいです。

◆中学校の理科の先生の授業を受けて思ったことは、中学校の授業仕方です。中学校では、

勉強だけではなく、授業態度も成績に入るので姿勢を良くしてのぞみたいです。ぼくは、

中学校の先生の授業を受けて、中学校の理科の授業がとても楽しみになりました。

児童会役員選挙
２月２日（金）、令和６年度の児童会役員選挙がありました。５年生からは、男子３名女子

４名の計７名の児童が立候補しました。一人一人の演説では、中町南小学校のために、自分た

ちががんばりたいことをしっかりと発表しました。７名とも素晴らしい演説でした。

選挙の結果、４人が当選しました。

令和６年度児童会役員の所信表明

☆ぼくは、明るい学校にしたいです。

☆ぼくは、元気な学校にしたいです。

☆私は、元気で明るい学校にしたいです。

☆私は、自分からあいさつができて、みんなで助け合えるような学校にしたいです。

いじめはいけない

５年

ぼくは、いじめを絶対にしてはいけないと思います。理由は、いじめをしたがわは楽しい

と思うかもしれませんが、いじめをされたがわの人は心にきずをおい、くるしくなってしま

うかもしれないからです。

ぼくは、そういういじめを受けた人たちが、自殺という絶対にやってはいけないことをし

てしまったことをニュースで見たことがあります。いじめは人に悲しい思いをさせて、人の

命をうばってしまうかもしれない、ぜったいやってはいけないことだと思いました。

実際にぼくもいじめをされたことがあって、その時とても悲しくなりました。そういう時

には、腹を立てて手を出すのではなく、先生や友だちに相談したらとても気持ちがすっとし

て落ち着きました。先生に相談したら、先生がいじめをした人に注意をしてくれて、はんせ

いしてくれたので、それからはすっかりその子とも仲よくなれました。その子とは時々ケン

カもするけれど、いじめをされることがなくなったので、よかったとぼくはちょっぴり安心

しました。

みなさんもいじめをされて悲しく、いやな気持ちになったことがあると思いますが、その

時のことをぼくのようにだれかに相談してくれると、とてもうれしいです。いじめをされた

時の気持ちを考えて、人にはしないようにふだんから行動したらいいと思います。そしてい

じめをされた時のたいしょ法は、先生や友だちに相談をして、いかりや悲しみの気持ちを聞

いてもらうといいと思います。もしも自分がいじめをしてしまった時は、相手の気持ちを考

えてしっかりとはんせいし、「ごめんね」というあやまりの言葉を言えるといいと思います。

だれかが、いじめをされている時は、ちょっとこわいかもしれないけれど、勇気をふりし

ぼって、いじめをしている人をとめてあげたり、先生に言ったりすることが大切だと思いま

す。そして、自分からちょっかいをかけていじめをしてしまうのは、「自分が先にちょっか

いをかけなかったらよかったな」とこうかいしてしまうので、自分からは絶対にちょっかい

をかけないようにしていこうと思いました。これらのことをふまえて、やはりいじめは絶対

にやってはいけないことだとあらためて思いました。

校内授業研究
１月３１日（水）、６年月組で国語科の授業研究会が行われ

ました。授業では、「メディアと人間社会」と「大切な人と深

くつながるために」の２つの教材を通して、筆者の主張をもと

に、「これからの社会でどう生きていくか」という課題につい

て、一人一人が意見を述べ話し合いをしました。月組の児童は、

自分の考えをしっかりノートにまとめて発表ができていまし

た。何より、授業に臨む態度など学習規律もしっかりできてい

ました。とてもかっこいい授業に対する姿勢だと思いました。

この調子で、中学校へ行ってもがんばってくれることと思います。


